
「広報のと」7 月号の印刷費は一部当たり 29 円です。
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朱
琴

能
登
に
恋
し
た

抒
情
書
家

室む
ろ
や谷

一い
っ
し
ゅ
う

柊
・
朱し
ゅ
き
ん琴

・
文あ
や
ね音

が
描
く
能
登
の
12
カ
月

～
文ふ

み
づ
き月
～

室谷一柊・朱琴・文音
平成 18 年、京都府美山町から能登町
大箱に移住した抒情書家。英国ロンド
ンと能登町を往復して活動する文音さ
んは現在、英国サフォーク地方のギャ
ラリーで個展「NOTO   NOTE」を開催
している。9 月の能登国際オープンテ
ニスに合わせて帰国予定。
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五ご
ゆ
う
じ
ゅ
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友
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と
い
う

団
結
綱
引
き

宇
出
津
小
学
校
の
恒
例
行
事
「
団
結
綱
引
き
大
会
」
が

6
月
3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
紅
白
に
分
か
れ
た
全
校

児
童
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
応
援
合
戦
を
繰
り
広
げ
、

力
を
合
わ
せ
て
綱
を
引
き
ま
し
た
。
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